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 今年度の主な業務は１０月と３月に発行するPTAだ

よりの作成です。ホームページやフェイスブックなどの各

種通信にて、多くの情報を公開しておりますが、PTAだ

よりでは、保護者の皆様からの要望に応じて、いろいろ

な記事を掲載していきたいと考えております。 

●総務委員会● 

 例年取り組んでいた学校祭パレード警備の業務

が無くなり、新しい取り組みを検討することになりま

した。祭典巡視などを検討しましたが、保護者の方

の提案から、学校周辺の防犯マップの作成をした

いと考えております。 

●健全育成委員会● 

 今年度は３年振りに研修を実施することができました。コロナ禍ということもあり、感染対策に留

意しながら計画し、無事終えることができました。今回の研修は、本校生徒が学校設定科目である

「稚内学」で学んだ知識を活かし、稚内市内を保護者の方々と巡る「宗

谷発見バスツアー」という企画でした。 このバスツアーは、生徒が工夫

を凝らしながら、放課後等を使い準備を進めました。稚内市内の観光名

所を皆で回り、有意義な１日となりました。改めて稚内について知り、さらに郷土愛が深まった研修だった

と思います。今回の研修は大変好評だったというお声をいただいております。次年度以降も感染対策に

留意しつつ、内容を変更しながら引き続き開催したいと考えております。 

  令和５年度本校は創立１００周年の節目を迎えます。これまで本校を支えてくださった保護者や地域の方々、本校の教育に尽力されてきた旧職員
の皆様、そして本校を卒業された多くの卒業生の方々に、現教職員として敬意と祝意を表します。 

 本校は宗谷管内高等学校の中心校として、これまで多くの有為な人材を輩出してきました。水産商工業はもとよ
り、政治、文化、医療、教育等、その活躍の幅は創設の目的である「地域の発展に寄与する優れた人材の育成」に
恥じない、大変幅広いものとなっています。この地域の維持・発展に欠かすことのできない多くの人材が本校の卒
業生であることが、本校の存在意義を如実に物語っています。 

 このように、地域とともに発展を続けた本校の創立１００周年を祝うため、本校同窓会を中心に準備が進められ、
令和４年５月１６日「創立１００周年記念事業協賛会」が設立されました。この協賛会が中心となり、現在様々な記
念事業が計画されています。 

 会を重ねるごとに強く感じるのは「稚内高校に対する地域の熱い想い」です。卒業生は勿論のこと、地域の方々か
らも、大きな期待と応援のお気持ちをお伝えいただくことが多く、その都度稚内高校の歴史と伝統、そしてこれから
に対する強い期待を感じずにはおれません。これらの想いを胸に、本校はこれからの１００年に向けて更に力強く飛躍していく所存です。保護者等の
皆様には、１００周年記念事業を含めて本校の教育に対するご理解とご支援を引き続きお願いいたします。 

 コロナウイルスの影響もあり、本校のPTA活動は数年間活動が制限されていました。しかし、今年度から研修委員会を中心に

PTA活動の再開を目指し活動してきました。来年度本校は、創立１００周年という節目を迎えます。新しい生活様式に合わせたPTA

活動の活発化を創立１００周年に向けて進めて参ります。PTA会員各位におかれましては、本校の教育に対するご理解とご支援を

お願いいたします。 

 本校の特色でもある、学校設定科目「稚内学」は、「地域を知り、地域を愛し、地域に貢献できる人を目

指して」を目標としており、稚内についての歴史や特徴について理解を深め、地域を愛する気持ちを育

み、今後の稚内を作り上げる人材の育成も図っています。またもう一つの目標としては、稚内観光マイス

ター検定初級の合格を目標としています。検定後は、総合的な探究の時間と稚内学の時間を合わせ、各

自で稚内について課題を設定して解決策を模索する学習が始まります。その一環として、郷土研究発表

会が実施され、それぞれの学習成果を発表します。 


